
勇払地区

要望
番号

要　望  事  項 取 組 状 況 等
反映
区分

担 当 部 課

1 【市道　勇払・沼ノ端線　道路補修について】
　勇払自治会

大型トラック走行により、国策機工～セイコーマート勇
払店間の道路の傷みが激しく、乗用車で走行中段差で
大きな振動を感じる時があります。
　住民からの通報で道路の部分補修は実施して頂いて
おりますが、定期パトロールの頻度を多くして早めの対
応を願いたい。
　2022年度も要望していたが実績、進捗状況を知りた
い。

　市道沼ノ端勇払線におきましては、今年度から複数年
にわたり、改修工事を行ってまいりますが、工事完了ま
での間は、通行の支障とならないよう適宜補修を行って
まいります。

【令和６年３月末時点】
　 沼ノ端勇払線の改修につきましては、令和５年12月ま
でに工事が完了しました。

B

B

都市建設部
　維持課

2 【ハザードマップ改訂説明会】
　勇払自治会

ハザードマップ改訂説明会の際、巨大地震により避難
行動を開始しても津波第一波到達までに避難が難しい
事も考えられるとの話がありました。特に勇払地区は津
波高さが４～８ｍ位と高くなっており、避難が急がれま
す。パブリックセンター近くに10ｍ程度の築山（命山）の
造成を検討願いたい。

　新たな浸水想定への本市の対応につきましては、　こ
のたび国や北海道から施設整備に係る支援メニューが
示されたことを受け、今年度にハード面の対策を協議す
る庁内検討会を立ち上げました。
　勇払地区の対策につきましては、これまでも小中学校
及び日本製紙社宅に加え、中学校横の中層市営住宅
を一時避難施設に指定してまいりました。
　現在、庁内検討会において、今後の対策を協議検討
しており、勇払地区につきましても、勇払公民館等の既
存施設の活用策とあわせ、ご指摘の築山も含めた効果
的・効率的な対策を検討してまいります。

B 市民生活部
　危機管理室

令和5年10月13日（金）　勇払総合福祉会館

令和５年度　まちかどミーティング町内会からの要望事項
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3 【歩道延長と街路灯の設置】
　勇払自治会

道道勇払⇔沼ノ端間の歩道延長（勇払開拓史跡公園
から勇払マリーナまでの間は避難道路に指定されてい
る）と街路灯の設置促進を要望します。

　道道苫小牧環状線（勇払開拓史跡公園から勇払マ
リーナまでの間）における歩道延長につきましては、道
道の道路管理者である北海道室蘭建設部管理部から、
「当該区間の整備には、勇払跨線橋の改修も必要とな
るため、歩行者を含めた交通の状況及び周辺の土地利
用の状況を注視しながら、整備の必要性などについて
引き続き検討してまいりたい。」と伺っております。
　市といたしましては、津波避難からの限られた避難
ルートのひとつでもあるため、防災上の観点からも早期
の歩道整備の実現に向け、街路灯の設置とあわせて、
北海道や室蘭建設管理部に対し、引き続き要望してま
いります。

B 都市建設部
　道路建設課

市民生活部
　市民生活課
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4 【勇払地区人口減少対策】
　勇払自治会

人口減少は全市的な問題ですが、勇払地区の人口
対策。
　勇払の公営住宅は空き家があるが入居予定は。

　勇払地区の人口減少対策としては、これまでも地域の方々と協議
しながら、可能な範囲での取組みを実施してきましたが、本年３月
に策定した「立地適正化計画」において、人口減少が進行する20
年先においても、生活に必要なサービス機能や地域コミュニティが
確保されるよう、勇払市街地を「居住誘導区域」として位置付けした
ところです。　また、８月に説明会を開催しましたが、本市のゼロ
カーボンに向けた取組みとして、勇払地区を対象エリアに含めた脱
炭素先行地域への応募を行っております。　仮に、本市が選定され
た際には、安価な再エネ電気導入等により、地区への居住誘導に
繋げていくなど、様々な施策の可能性も含めて、勇払地区の人口
対策に繋げられるよう取組みを進めてまいります。
【令和６年度３月末時点】
   また、本市のゼロカーボンに向けた取組みとして、勇払地区を対
象エリアに含めた脱炭素先行地域への応募を行っておりましたが、
地域の皆様の協力もあり、令和5年11月に本市が先行地域へ選定
されたことが発表されました。
　今後は、安価な再エネ電気導入など脱炭素に向けた施策を含め
て、地区への居住誘導に繋がるよう、様々な地域振興策に取り組ん
でまいります。
　　　　　　　　　　　　　　（総合政策部まちづくり推進課）

　市営住宅につきましては、単身世帯がお申し込みいただける住
宅要件の緩和や、入居時に必要とされた保証人制度の廃止、積極
的な勇払団地の御案内など、少しでも多くの世帯に団地への入居
を御検討いただけるよう取組を進めてきたところです。　また、勇払
団地への入居に関するお問い合わせ件数は、８月末時点で１０件
となっております。
【令和６年３月末時点】
　令和５年１２月末現在におきまして、勇払団地への入居に関する
お問い合わせ件数は１３件となっており、内、入居が３件、辞退が７
件、入居案内中が１件、年度内の案内予定が２件となっておりま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都市建設部住宅課）

B

B

B

B

総合政策部
　まちづくり推進課

都市建設部
　住宅課

5 【除雪について】
　勇払自治会

除雪の迅速化と、轍の解消。

　昨年に引き続き、気象情報等の収集体制の強化や早
い段階での降雪調査を行い、初動対応の迅速化を
図ってまいります。
　また、轍の対応につきましては、道路パトロールにより
現地確認し、わだちを削り取るなど、状況に応じた対応
に努めてまいります。

B 都市建設部
　維持課
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6 【鹿について】
　勇払自治会

鹿対策をお願いしたい。

　エゾシカ対策につきましては、令和４年度エゾシカ市
街地出没対策事業といたしまして市独自の捕獲事業に
て156頭を捕獲しており、今年度も継続して行う予定で
おります。また、北海道の捕獲事業も実施予定と聞いて
おり、今後も継続を要請して参りたいと考えております。
本年６月からは、庭先における草花の被害対策といたし
まして防獣ネット及びライトの貸出を行っており、勇払地
区では２件の貸出があり、対策状況について現在検証
しているところでございます。他に、エゾシカとの交通事
故マップの公表、屋外デジタル公告による注意喚起等
を実施しております。
【令和６年度３月末時点】
　令和６年１月より、令和５年度エゾシカ市街地出没対
策事業を行っており、今年度は昨年を上回る捕獲頭数
の見込みです。

B

B

環境衛生部
　環境生活課

7 【地域医療及び通院の利便性】
　勇払自治会

現在、まちづくり推進室と検討を進めております。医療
機関への通院及び買い物等でバスを利用しております
が、より利便性の高い運行時刻を希望。

　市内路線バスは、コロナ禍から、回復の傾向が見られ
ますが、地域の皆さんに多く利用していただけるよう、少
しでも利便性を高くする必要があると考えております。
　運行時刻の調整については、今後、地域のご意見、
ご要望など確認した上で、事業者と協議してまいりたい
と考えております。

B 総合政策部
　まちづくり推進課
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